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フヨウ

ニホンカナヘビ ニホントカゲ

サルスベリ ハシボソガラスの羽ナツアカネ ナミアメンボ
アカトンボの代表。
敷地内のあちらこ
ちらで見られた。
全身が赤くなるの
は秋。

ノチドメ
傷口に葉を貼り付
けると血が止まる
ことからこの名が
付けられた。

ツユクサ
少ししめったところ
に咲く。青い花弁は
古くから染料に利
用されてきた。

ショウリョウバッタツチイナゴ ヒナバッタ
19mmほどの小さ
なバッタ。「シュル
シュル」、または「ジュ
ル・ル・ル」となく。

ナミテントウムシ

ツマグロヒョウモン（メス）

クマゼミ
体色は黒色、翅はき
れいな透明。１本
のマテバシイの木
に5匹ほどとまって
いた。

アブラゼミ 気温が約20℃にな
ると鳴き始める。今
年の初鳴きは７月
９日。えさは樹液。

アシナガグモ
巣の中央に脚を伸
ばして止まっていた。
えものを待つ時、棒
状になる姿を見か
けることができる。

ゴマダラカミキリ

中央研究所の中で
発見。カミキリムシ
の代表。脚は青白
い毛が生えている。

イボセイヨウショウロ

コウモリ

シロオオハラタケ

キツネタケ

抜けがら

キツネタケ
シロオオハラタケ （成長の様子）

芝生の広いエリア
に生えていた、傘の
直径は1cmの小さ
なキノコ。

毎年同じ場所に梅雨時期に生えて
いたが、今年は雨が多く、２回生え
た。成長日数はわずか２～３日。傘の
直径は１２cm、高さ２０cmと大き
なキノコ。

体長５cmの小型
のコウモリを中央
研究所の試験室内
で発見。

ボールかと見間違
えるようなキノコ。

ハクセキレイ

ニセアカシア

ヤブランコスズメガヤ スズメノチャヒキ


